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（
様
式
１
）
 

地
区
名
 

都
道
府
県
名
 

千
葉
県
 

市
町
村
名
 

長
生
村
 

地
区
要
件
 

大
規
模
地
震
発
生
の
可
能
性
の
高
い
地
域
 

地
区
名
 

長
生
村
全
域
 

地
区
面
積
 

2
8
.
3
2
㎢
 

地
区
の
概
要
 

地
区
の
選
定
理
由
 

■
長
生
村
の
概
要
 

〔
位
置
・
面
積
〕
千
葉
県
東
部
の
房
総
半
島
九
十
九
里
浜
に
面
し
、
東
西
約

7
.
4k
m
、
南
北
約

6
.
0k
m
、
面
積
約

2
8.
3
2
㎢
に
あ
る
。
 

〔
地
形
〕
地
形
は
平
坦
で
あ
り
、
海
抜

0～
9ｍ

で
太
平
洋
に
向
か
っ
て
、
1
/1
0
00

の
勾
配
を
成
し
て
い
る
。
 

〔
人
口
〕
平
成

24
年
（
2
0
12

年
）
4
月

1
日
現
在

1
4
,
90
0
人
と
な
っ
て
い
る
。
 

〔
産
業
〕
太
平
洋
の
黒
潮
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
、
年
間
を
通
じ
て
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
気
候
条
件
と
平
坦
な
地
形
を
い
か
し
て
、
稲
作
や
野
菜
栽

培
、
酪
農
の
ほ
か
、
沿
岸
漁
業
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
。
ま
た
、
昭
和

57
年
の
西
部
工
業
団
地
開
発
に
よ
り
、
工
業
生
産
も
伸
び
て
き
て
い
る
。
 

〔
交
通
〕
本
村
の
西
部
か
ら
南
部
に
か
け
て
国
道

12
8
号
線
と
Ｊ
Ｒ
外
房
線
が
縦
貫
し
て
お
り
、
村
内
に
は
Ｊ
Ｒ
八
積
駅
が
あ
り
、
千
葉
駅
ま
で
普
通
電
車
で

4
5
分
、
東
京

駅
ま
で
茂
原
駅
か
ら
特
急
利
用
で
約
１
時
間
と
、
周
辺
都
市
へ
の
利
便
性
に
恵
ま
れ
た
距
離
に
あ
る
。
 

〔
観
光
〕
美
し
い
海
岸
一
帯
は
、
「
県
立
九
十
九
里
自
然
公
園
」
内
に
あ
り
、
海
水
浴
や
サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
の
海
の
レ
ジ
ャ
ー
を
中
心
に
、
来
遊
者
が
多
く
訪
れ
て
い
る
。
 

■
選
定
理
由
 

・
本
村
の
地
形
上
、
沿
岸
か
ら
概
ね

4
k
m
未
満
は
、
T
P（

東
京
湾
平
均
海
面
）
3
m
以
下
の
地
域
が
広
が
っ
て
お
り
、
TP
 1
0
m
以
上
の
高
台
は
見
ら
れ
な
い
。
本
村
に
お
け
る

「
長
生
村
津
波
避
難
施
設
整
備
検
討
調
査
（
H
25
.
1）

」
に
お
い
て
、
近
い
将
来
発
生
が
予
想
さ
れ
る
東
京
湾
北
部
地
震
や
千
葉
県
東
方
沖
地
震
に
よ
る
津
波
の
発
生
に

対
し
、
沿
岸
か
ら

2
k
m
圏
ま
で
津
波
が
到
達
し
、
沿
岸

1k
m
圏
内
は

2ｍ
を
超
え
る
浸
水
深
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
沿
岸

1
k
m
圏
内
の
人
命
と

建
物
被
害
が
特
に
懸
念
さ
れ
、
沿
岸

2
k
m
圏
外
へ
の
避
難
が
急
命
題
と
な
っ
て
い
る
。
 

都
市
基
盤
施
設
の
整
備
（
耐
震
化
）
状
況
 

①
道
路
（
避
難
路
）
 

・
津
波
に
対
し
避
難
路
と
想
定
す
る
道
路
は
、
一
部
狭
隘
道
路
と
な
っ
て
い
る
箇
所
や
、
河
川
で
行
き
止
ま
り
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
な
ど
の
課
題
が
見
ら
れ
る
。
 

②
避
難
地
 

・
避
難
地
と
な
る
小
・
中
学
校
の
耐
震
化
を
実
施
。
一
方
、
津
波
避
難
が
必
要
な
沿
岸
よ
り
２
k
m
の
エ
リ
ア
は
高
台
が
な
く
、
一
次
避
難
が
可
能
な
避
難
地
が
な
い
。
 

③
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
 

・
老
朽
化
し
不
具
合
が
生
じ
て
い
た
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
、
多
機
能
な
施
設
に
更
新
整
備
を
実
施
し
た
。
防
災
用
品
を
備
蓄
す
る
た
め
の
防
災
備
蓄
倉
庫
の
整
備
を
実

施
し
た
。
 

④
そ
の
他
 

・
避
難
場
所
を
明
示
し
、
誘
導
す
る
標
識
を
設
置
し
た
。
 

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
、
住
民
へ
の
防
災
意
識
の
向
上
の
た
め
の
支
援
を
実
施
し
た
が
、
新
た
に
本
村
に
入
居
す
る
住
民
も
多
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
希
薄

に
な
っ
て
お
り
、
自
主
防
災
組
織
へ
の
参
加
人
数
も
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
 

 



（
様
式
２
）
 

整
備
目
標
等
 

計
画
期
間
 

平
成

26
度
 
～
 
平
成

3
0
年
度
（
五
箇
年
）
 

対
象
と
す
る
地
震
：
東
京
湾
北
部
地
震
、
千
葉
県
東
方
沖
地
震
、
そ
の
他
（
南
海
ト
ラ
フ
地
震
）
 

東
京

湾
北

部
地

震
 

 
：
地

震
の

規
模

は
、

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
7
.3

を
想

定
し

て
い

る
。

中
央

防
災

会
議

に
よ

っ
て

津
波

高
も

計
算

さ
れ

て
い

る
が

、
最

大
0.

5
m

程
度

で
あ

り
、

津
波

に
よ

る
被

害
想

定
は

行
わ

れ
て

い
な

い
。

建
物

の
全

半
壊

59
8

棟
、

負
傷

者
約

52
人

と
い

う
被

害
が

想
定

さ
れ

て
い

る
。

 

千
葉

県
東

方
沖

地
震

：地
震

の
規

模
は

、
マ

グ
ニ

チ
ュ

ー
ド

6.
8

を
想

定
し

て
い

る
。

1
98

7
年

千
葉

県
東

方
沖

地
震

は
震

源
が

深
い

た
め

、
津

波
の

発
生

は
な

か
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
津

波
発

生
は

考
慮

さ
れ

て
い

な
い

。
建

物
の

全
半

壊
1
1
5

棟
、

負
傷

者
14

人
と

い
う
被

害
が

想
定

さ
れ

て
い

る
。

 

※
津

波
被

害
は

上
記

地
震

で
は

顕
著

に
発

生
し

な
い

た
め

、
元

禄
地

震
（
17

0
3

年
）及

び
延

宝
地

震
（
1
6
77

年
）
を

対
象

に
津

波
被

害
量

を
算

出
し

、
被

害
予

測
を

実
施

。
 

■
整
備
の
方
針
 

・
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
津
波
対
策
を
中
心
と
し
た
防
災
対
策
に
対
し
て
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
と
な
り
、
長
生
群
市
で
は
「
長
生
郡
市
広
域
災
害
対
応
計
画
（
H
24
.
3）
」

が
作
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
村
に
お
い
て
も
「
長
生
村
津
波
避
難
施
設
整
備
検
討
調
査
（
H
2
5
.1
）
」
を
と
り
ま
と
め
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
「
長
生
村
地
域
防
災
計
画
」
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
（
平
成

25
年
度
末
完
成
予
定
）
 

・
こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ
き
、
地
震
災
害
と
そ
れ
に
伴
う
津
波
被
害
に
備
え
、
避
難
路
や
避
難
地
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
等
の
早
急
な
基
盤
整
備
と
と
も
に
、
住
民

の
防

災
・

減
災
へ
の
意
識
向
上
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。
 

■
本
計
画
で
確
保
す
る
防
災
性
能
 

①
道
路
（
避
難
路
）
 

・
必
要
と
な
る
避
難
路
が
狭
隘
道
路
で
あ
る
こ
と
や
、
河
川
で
避
難
路
が
行
き
止
ま
り
に
な
る
な
ど
津
波
に
対
す
る
円
滑
な
住
民
避
難
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
避
難
路
と
な
る
道
路
の
拡
幅
や
、
円
滑
な
避
難
の
た
め
の
橋
梁
の
整
備
を
進
め
る
。
 

②
避
難
地
 

・
避
難
が
必
要
な
沿
岸
よ
り
２
k
m
の
エ
リ
ア
は
高
台
が
な
く
、
津
波
に
関
し
て
一
次
避
難
が
可
能
な
避
難
地
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
築
山
公
園
整
備
や
集
会
所
施
設
と
複

合
利
用
可
能
な
施
設
整
備
等
に
よ
り
、
高
齢
者
等
の
避
難
も
配
慮
し
た
身
近
な
避
難
地
（
計
３
箇
所
）
の
確
保
を
進
め
る
。
 

③
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
 

・
住
民
に
緊
急
地
震
速
報
や
避
難
誘
導
等
の
重
要
情
報
の
伝
達
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行
う
た
め
の
防
災
行
政
無
線
は
一
定
の
再
整
備
を
終
え
た
が
、
来
遊
者
が
多
い
箇
所

に
お
け
る
防
災
無
線
施
設
の
強
化
や
、
電
波
状
況
の
悪
い
地
域
の
改
善
等
を
進
め
る
。
ま
た
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
多
重
化
と
し
て
、
災
害
対
策
本
部
と
各
避
難
拠

点
に
お
い
て
安
定
的
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
保
す
る
た
め
の
整
備
を
進
め
る
。
 

④
そ
の
他
 

・
避
難
路
や
避
難
地
の
確
保
と
と
も
に
、
円
滑
な
誘
導
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
住
民
や
来
遊
者
が
円
滑
に
避
難
で
き
る
よ
う
避
難
案
内
板
の
整
備
、
避
難
路
照
明
施

設
整
備
、
を
進
め
る
。
 

・
防
災
・
減
災
に
関
す
る
ハ
ー
ド
整
備
と
と
も
に
、
地
域
ご
と
の
災
害
時
に
お
け
る
迅
速
な
対
応
や
、
助
け
合
い
の
意
識
を
も
て
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
住
民
へ
の

防
災
・
減
災
関
連
施
設
に
対
す
る
認
知
促
進
や
防
災
意
識
向
上
の
た
め
の
支
援
を
進
め
る
。
 

 

  
 



（
様
式
３
）
 

地
震
防
災
対
策
の
概
要
（
重
点
実
施
事
業
）
 

整
備

項
目

 
実

施
事

業
名

 
事

業
地

区
名

 
事

業
主

体
 

事
業

規
模

 
(面

積
・
延

長
・
幅

員
等

) 
事

業
期

間
 

概
算

事
業

費
 

補
助

対
象

施
設

の
特

例
適

用
の

有
無

 

①
道

路
 

避
難

路
整

備
 

一
松

地
区

 
村

道
2
-
5

号
線

他
1

蟹
道

地
先

 
長

生
村

 
村

道
2
-
5

号
線

他
1
 
 

L
=
7
7
0ｍ

、
W

=
5
.0

～
6
.0

ｍ
 

避
難

誘
導

案
内

板
２

基
 

H
2
6
～

2
8 

6
8
,5

0
0

千
円

 
無

 

避
難

路
整

備
 

一
松

地
区

 
村

道
1
1
4
3

号
線

他
1

大
根

地
先

 
長

生
村

 
村

道
1
1
4
3

号
線

他
1
  

L
=
7
9
0ｍ

、
W

=
5
.0

～
6
.0

ｍ
 

避
難

誘
導

案
内

板
４

基
 

H
2
6
～

2
8 

7
3
,0

0
0

千
円

 
無

 

避
難

路
整

備
 

一
松

地
区

 
村

道
1
1
4
6

号
線

他
1

大
根

地
先

 
長

生
村

 
村

道
1
1
4
6

号
線

他
1
  

L
=
7
0
0ｍ

、
W

=
5
.0

ｍ
 

避
難

誘
導

案
内

板
４

基
 

H
2
6
～

2
8 

1
0
8
,0

00
千

円
 

無
 

避
難

路
整

備
（
橋

梁
新

設
）
 

高
根

地
区

 
村

道
3
0
7
5

号
線

下
村

地
先

 
長

生
村

 
村

道
3
0
7
5

号
線

橋
梁

 
歩

行
者

･自
転

車
L
=
1
0
ｍ

 
H

2
6
～

2
7 

3
5
,0

0
0

千
円

 
無

 

②
避

難
地

等
 

築
山

公
園

整
備

 
一

松
地

区
中

部
 

城
之

内
地

先
 

長
生

村
 

築
山

公
園

 
（
頂

上
避

難
部

面
積

 
2
9
0

人
（
0
.5

㎡
/
人

）
以

上
収

容
）
 

H
2
6
 

2
0
0
,0

00
千

円
 

無
 

築
山

公
園

整
備

 
一

松
地

区
南

部
 

竜
宮

台
地

先
 

長
生

村
 

築
山

公
園

 
（
頂

上
避

難
部

面
積

 
1
1
0

人
（
0
.5

㎡
/
人

）
以

上
収

容
）
 

H
2
6
 

1
2
0
,0

00
千

円
 

無
 

避
難

施
設

兼
集

会
所

整
備

 
一

松
地

区
北

部
 

驚
地

先
 

長
生

村
 

避
難

施
設

（
2

階
建

+
屋

上
）
 

（
屋

上
に

3
4
0

人
以

上
収

容
）
 

H
2
6
 

2
7
0
,0

00
千

円
 

無
 

 
 



③
ﾗ
ｲ
ﾌ
ﾗ
ｲ
ﾝ
施

設
 

防
災

無
線

整
備

 
八

積
地

区
 

 
金

田
地

先
 

長
生

村
 

金
田

地
先

防
災

無
線

 
新

規
子

局
設

置
１

基
 

H
2
8
 

3
,8

0
0

千
円

 
有

 

防
災

情
報

ﾈ
ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ
整

備
 

長
生

村
全

域
 

長
生

村
 

避
難

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

施
設

 
各

避
難

所
（
1
0

か
所

）
、

無
線

通
信

装
置

1
0

機
、

非
常

用
自

家
発

電
機

1
0

機
 

H
2
7
～

2
8 

3
0
,0

0
0

千
円

 
有

 

④
そ

の
他

 

マ
ン

ホ
ー

ル
ト
イ

レ
整

備
 

一
松

地
区

 
一

松
小

学
校

 
長

生
村

 
ﾏ

ﾝ
ﾎ

ｰ
ﾙ

ﾄｲ
ﾚ
 

1
0

箇
所

 
H

2
7
 

5
,0

0
0

千
円

 
無

 

注
意

喚
起

施
設

 
一

松
地

区
 

 
驚

地
先

 
長

生
村

 
驚

地
先

（
海

水
浴

場
内

）
 

ス
ピ

ー
カ

ー
及

び
赤

色
回

転
灯

、
停

電
時

用
バ

ッ
テ

リ
ー

 
各

１
 

H
2
6
 

4
,5

0
0

千
円

 
無

 

潮
位

監
視

ラ
イ

ブ
カ

メ
ラ

設
置

 
一

松
地
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